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数学web教材作成プロジェクト

1 . 目的

工学部の学生は、 主に大学 1,2年次に工学専門教育

の基礎となる数学の学習にかなりの時間を害｜｜し、ている。

しかし、 多くの学生にとって本来の講義だけでそれら

について理解し、 計算などを修得することは難しい。

工学部ではl年次に数学の補習教育も実施されてはい

るが、 学生の自主学習の環境の整備が必要と常々感じ

ている。特に、熊本大学ではe learningシステムを含

む計算機環境が整理されており、 学生が気軽に利用で

きるweb教材の充実は効果的であると考えられる。

数理工学科では、21年度ものづくり教育カリキュラム

拡充フ
。

ロジェク卜で「微分積分学に関するe-learning

教材の作成と数学補習教育の拡充」が採択され、 岩佐

教員を代表者として数理工学科の学生7名が参加して、

微分積分学のWeb教材作成のフ
。

ロジェクトを行った。

他に、21年度の卒業生である森政友美先輩の卒業研究

ではflash技術を利用した教材が作成されるなど、 数

理工学科におけるものづくり事業 （教育）の一環とし

て、 e-learning教材の作成が始まった状況にある。

本プロジェクトはこのような1る樟の下、 e-learning

教材の作成プロジェクトを継続発展させ、 昨年度の教

材の検証、および21年度作成で、きなかった部分の教材

作成を目的とした。 また、 教材作成フ
。

ロジェクトの主

体を教員から学生へシフトさせ、 数理工学科学生会の

プロジェクトとして確立、 定着させ、 数理工学科の新

しい伝統の礎を築く事業とすることを目指した。

2. プロジェクト組織構成

まず、 主となる学生メンバー6名とその役割は次の

通りである。

穴井 佑弥 （代表者・プロジェクトの総括、 html

教材班員、 3年生）

紫尾 享平 (html 教材班長、 3年生）

渡遁 祐洋 (html 教材班員、 4年生）

石原 葉月 (flash教材班長、 3年生）

竹本 哲郎 (flash教材班員、 3年生）

益永 聡志 (flash教材班員、 3年生）

その他に、 次の2名の方からの助言などを受けなが

ら、 プロジェクトを進めた。

岩佐 学（教員）・教材作成ヒの相談係。 工学部教

育で必要とされる教材の質、 量などについて
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アドバイスを貰った。 また、 作成した教材を

\VebCTを介して公開する作業を依頼した。

森政友美（卒業生、 山口県高校教員）：昨年度作成

した教材を中心に、flash教材作成法について

講演して一買った。

3. 実施概要

微分積分、 線形代数のhtml教材とflash教材の作成

21年度作成教材の改訂と不足分（主に1年前期の履修

内容）の新規作成に取り組んだ。 作成する教材はhtml

によるテキスト中心の解説集とflashによるドリノレ的

な問題集を作成した。21年度の教材はhtml によるテ

キスト中心の解説集であったので、まずはhtml による

教材作成を優先させ、 flash による教材作成は、 その

ノウハウの習得（11月28日実施の特別勉強会など）、

そして試作にとどまることとなった。 Flash 教材作成

担当者もその労力の多くをhtml 教材の作成に充てた。

写真1：特別勉強会風景

作成した教材が数学補習教育「ステップアッフ
。

数学j

の教材として活用できるよう、 岩佐教員の監修、 助言

の下でプロジェクトを進めた。

「ステップアップ数学Jの前期カリキュラムは次の

10項目からなっている。

1. 極限と連続

2. 合成関数の微分

3 高階微分

4 連立方程式とベクトノレ








